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CRT栃木放送『開倫塾の時間』 2006年 12月 16日(土)放送内容速記録

年末こそこれからどうするかを考えよう

－自分自身のこと、自治体の仕事のこと－

開倫塾

塾長 林 明夫

１．はじめに

おはようございます。開倫塾塾長の林明夫です。今朝も「開倫塾の時間」をお聴きいただき、あ

りがとうございます。

２．12月、新年までの過ごし方を考える

(１)受験生の皆さんは、風邪をひかないように十分注意なさってください。風邪をひかないように

する方法はいくつかありますが、まず外から帰ったら手洗いとうがいを徹底して行いましょう。

手洗いは、薬用石けんを使って丁寧に 2回洗ってください。かなり効果があると思います。また、

のどが冷えるとよくありませんので、就寝中は首のまわりにタオルなどを巻くとよいでしょう。

このようにいろいろと工夫して、くれぐれも風邪をひかないようにしてください。

(２)インフルエンザにかかってしまうと 1週間くらいは勉強が手につかないという大変な状況にな

りますので、受験生の皆さんは、お医者さんに相談してインフルエンザの予防注射を受けたほう

がよいと思います。

(３)さて、新年までは残すところ 2～ 3週間になりました。そこで、受験生に限らず、来年どうす

るかということを考え、その準備を今ぐらいからするとよいと思います。1 月に入ってから「さ

あ今年はどうしようか」と考えるよりは、12 月中に「2007 年をどのように過ごすか」を考えて

自分である程度の計画を立て、それを年末に、そしてお正月に練り直すと、2 回 3 回と準備がで

きてよい年が送れるのではないかと思います。

(４)「段取り八分」という言葉を、私の同級生で大工さんをしている渡辺茂さんに教えてもらいま

した。大工の棟梁は段取りが大事で、棟上げなどを行う際はその段取りがよいと上手くいくが、

段取りが悪いと上手くできない。そこで、段取りをとても慎重にやるということでした。私もそ

のお話に同感しました。

(５)ですから、来年 2007年の段取りは 12月の今頃から一所懸命に考え、その上で 12月 31日を迎

えるのが望ましいと思います。そして、1 月 1 日お正月を迎えてそれを練り直すとさらによいと

思います。
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３．(１)12 月 8 日金曜日に JR 宇都宮駅東口にあるホテル・サンシャインの 2 階のエメラルドホール

で、栃木県経済同友会の地域振興委員会が主催する「事業仕分けによる行財政改革と地域経済

の活性化」という勉強会がありました。この栃木県経済同友会の地域振興委員会は、光陽電気

工業の飯村慎一社長が委員長、私が副委員長をさせていただいています。

(２)12 月 8 日は、構想日本の代表、加藤秀樹さんをお招きして、事業仕分けという聞き慣れな

い言葉ではありますが、その事業仕分けによる行財政改革をどのように進めたらよいか、地域

財政・地域経済の活性化を図るにはどのようにしたらよいかについて、お話をしていただきま

した。

(３)そこで今日の「開倫塾の時間」では、その勉強会で勉強したことを、ご参考までに皆様に紹

介させていただきます。

(４)よく考えれば、行財政改革をするときは、県の仕事であればその仕事について、果たして必

要であるかどうかをまず考えるべきです。そして、よく考えて本当に必要でなければ止めてし

まうべきです。また、必要であっても、今まで通り県の仕事としてやったほうがよいのか、そ

れとも国にやってもらったほうがよいのか、あるいは市町村に任せたほうがよいのかを検討す

るべきです。

(５)つまり、その仕事をやるかやらないかをまず考え、やるとなったら、その仕事をどこに任せ

るか、国か県か市町村か、あるいは民間かを次に考えるとよいということです。

(６)これは、県の仕事だけでなく、国の仕事についても同様です。国の仕事も今まで通り進めた

ほうがよいのか否か。やらないほうがよいとなったら、すぐさま止めてしまう。そうすれば予

算も少なくてすみます。国の仕事も、国でやったほうがよいのか、県がよいのか、市町村がよ

いのか、あるいは民間がよいのかと検討していただく。

(７)また、宇都宮市、小山市、足利市などの市の仕事も、やったほうがよいのかやらないほうが

よいのかをよく考えて、やらないほうがよいならやらない。もしやる場合には、国でやったほ

うがよいのか、県でやったほうがよいのか、今まで通りに市でやったほうがよいのか、それと

も民間に任せたほうがよいのかを検討する。つまり、自治体の仕事や事業を予算項目ごとに 1

つ 1つ仕分けていく作業をすると、非常によいとのことです。これが事業仕分けによる行財政

改革の考えです。

(８)構想日本では、すでに 8つの県と 3つの市から依頼され、ボランティアとして実際に仕分け

を行ったそうです。3つの市の平均では、いらない、あるいは民間で行う仕事だというものが、

全体の 13 ％、8 つの県の平均では 10 ％ほどあったそうです。また、引き続き、市の仕事とし

てやったほうがよいのは 71％、県の仕事としてやったほうがよいのは 60％ということでした。
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このように、もう 1度仕事を見直してみると、少なくとも 10％から 20％くらいはいらないか

・民間に任せたほうがよい仕事となります。それは、行政のコストの点から言うと、とてもよ

いことです。このような事業仕分けを考えたほうがよいということを勉強させていただきまし

た。

(９)そのあとに、では、効率的にやるにはどのようにしたらよいかについてのお話が、加藤代表

からありました。市場化テスト、PFI、指定管理者制度などいろいろなやり方がありますので、

それらを活用してもう少し効率的にやり、今まで 1 億円かかったものを 9000 万円にすると、

自治体の予算を 2割から 3割くらいは削減できるのではないかということも、構想日本の加藤

代表から指導していただきました。

(10)栃木県も、県内の各市町村も、自治体ベースで仕事・事業の仕分けを行い、やらなくてよい

ことはやらない、あるいは民間に任せるということをまずは決めていただきたいと思います。

それが終わったら、どのように効率的にやるかを検討していただければと思います。官製談合

などというとんでもない言葉がありますが、そういうことを止めればおそらく今と比べて 7割

から 8割くらいの予算で、自治体の仕事もできるのではないかと言われています。

皆様にもこれらのことについて是非考えていただきたいと思います。

４．おわりに

今日は、年末の過ごし方と、事業仕分けのお話をさせていただきました。年末こそ、自分自身も、

また自治体も来年どうするかを考えることが大事なときのようですね。

－ 2011年 6月 30日記－－


